
　
大
阪
市
が
廃
止
さ
れ
て
半

人
前
と
は
い
え
自
治
体
と
な

で
あ
る
「
総
合
区
」。
ま
っ

た
く
次
元
の
違
う
も
の
を
無

理
や
り
比
べ
る
こ
と
も
、

「
総
合
区
」
に
す
る
な
ら
８

区
へ
の
合
区
し
か
な
い
と
決

め
つ
け
る
こ
と
も
、
市
民
を

だ
ま
す
や
り
方
で
す
。
一
部

の
党
に
住
民
投
票
実
施
に
賛

成
し
て
も
ら
い
た
い
が
た
め

の
維
新
の
党
利
党
略
で
あ

り
、
許
せ
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
制
度
い
じ
り
に

決
着
を
つ
け
、
政
令
市
の
権

限
・
財
源
を
生
か
し
て
市
民

の
暮
ら
し
・
福
祉
・
営
業
を

応
援
す
る
大
阪
市
政
へ
と

「
政
策
の
中
身
」を
変
え
る
た

め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

る
「
特
別
区
」
と
、
大
阪
市

存
続
を
前
提
と
し
た
区
の
形

　
大
阪
市
を
廃
止
し
て
「
特

別
区
」
を
設
置
す
る
、
い
わ

ゆ
る
「
大
阪
都
」
構
想
の
制

度
設
計
を
議
論
す
る
法
定
協

議
会（
法
定
協
）の
第
２
回
目

の
会
合
が
８
月
29
日
、
府
庁

内
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回

は
大
阪
市
が
ま
と
め
た
「
総

合
区
」
素
案
に
つ
い
て
副
首

都
推
進
局
が
説
明
し
ま
し

た
。

公
明
党
主
張

の「
総
合
区
」

　
法
定
協
の
目
的
は
、
大
阪

市
を
廃
止
す
る
「
特
別
区
」

区
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
前

提
で
、「
総
合
区
」
が
担
う

の
制
度
づ
く
り
に
あ
り
ま

す
。「
総
合
区
」
は
、
大
阪

市
を
残
し
た
上
で
区
長
の
権

限
を
一
定
強
め
る
な
ど
住
民

自
治
を
拡
充
す
る
一
つ
の
選

択
肢
。
府
市
両
議
会
で
法
定

協
設
置
議
案
の
可
決
に
あ
た

り
、
公
明
党
が
導
入
を
主
張

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
現
在
の
行

政
区
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま

す
る
「
総
合
区
」
に
つ
い
て

も
報
告
や
協
議
を
行
え
る
よ

う
、
条
例
が
修
正
さ
れ
ま
し

た
。

　「
総
合
区
」
素
案
は
８
月

10
日
の
大
阪
市
戦
略
会
議
で

決
定
。
現
在
の
24
行
政
区
を

合
区
し
て
８
つ
の
「
総
合

せ
ん
。
素
案
で
は
「
総
合

区
」
設
置
の
初
期
投
資（
庁

舎
改
修
な
ど
）を
約
65
億
円

と
試
算
。
市
議
会
で
の
設
置

条
例
の
可
決
後
、
２
年
間
で

「
総
合
区
」
に
移
行
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　
法
定
協
終
了
後
、
松
井
一

郎
知
事
は
記
者
団
に
対
し
、

「
総
合
区
は（
特
別
区
と
）比

較
す
る
た
め
の
も
の
」
と
発

言
。
吉
村
洋
文
大
阪
市
長
は

「
特
別
区
」
設
置
の
賛
否
を

問
う
住
民
投
票
の
前
に
、

「
総
合
区
」
設
置
の
基
本
方

針
的
な
も
の
を
市
議
会
で
議

決
し
、
住
民
投
票
で
「
特
別

区
」
設
置
が
否
決
さ
れ
れ

ば
、「
総
合
区
」
に
移
行
し

た
い
と
の
考
え
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

「総合区」素案の説明が行われた第２回法定協
＝８月29日、府庁内

24
行
政
区
を
８
つ
に
合
区

第
２
回
法
定
協 「
総
合
区
」素
案
を
説
明

市
民
だ
ま
す
や
り
方
や
め
よ

山
中
日
本
共
産
党

大
阪
市
議
団

幹
事
長（
法
定
協
委
員
）
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